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城西国際大学から読者の方へ、耳より情報をお届けします。

T o k i m e k i  N e w s  L e t t e rT o k i m e k i  N e w s  L e t t e r

城西国際大学ニュースレター

〒283-8555　東金市求名1番地
城西国際大学　研究推進・社会貢献部  社会連携課
TEL: 0475-55-7685　 FAX: 0475-53-2186　 MAIL: clics-jim@jiu.ac.jp

※QRコードからもアクセスできます！● 社会連携課HP : https://www.jiu.ac.jp/clics/

受講をご希望の方は社会連携課HPから説明動画をご覧のうえお申込みください。
詳細につきましては動画内にてお伝えします。

お問い合わせ・申し込み

受付時間：月曜日〜金曜日  10: 00 〜 11:30 ／12:30 〜 16: 00

2021年3月5日（金）  16:00まで

申込締切

30名程度  ※8名未満ですと開講しない場合があります。

定員

基本的には城西国際大学教員が担当します。

講師

全カリキュラムを受講可能な40歳〜75歳までの方

受講対象

健康・栄養・教養等に関する講義を
春学期は原則オンラインで実施します。
※秋学期は状況により検討します。

講義

合計30回（春学期15回、秋学期15回）

開講回数

基本的には指定された土曜日の1限目・2限目
9:30 〜11:00（1限目）／ 11:10 〜12:40（2限目）

開講曜日

［プログラム概要・募集要項］

2021年度   城西国際大学

シニア・ウェルネス大学 受講生募集

春学期は
オンラインで実施します！

 この機会に
オンラインでの学びを

体験しましょう！
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ときめきは、東金市ホームページで公開しています。

※本誌掲載情報は編集時点のものです。
　主催者等の事情により、内容が変更になる場合があります。

いちごの美味しい季節となりました。話題のチーバベリー
をはじめ、様々な品種が直売やいちご狩りで味わえます。
シーズンはまだまだ続きます。味だけでなく色や形も魅力
的ないちごを満喫したいですね。

いちご狩り

表紙イラスト／いわせみつよ

東金近隣エリアのお役立ち情報誌

令和3年2月発行
編集・企画・発行　東金市教育委員会

2021.春号  vol.94
ときめき

『ときめき』はここに置いてあります［順不同］

● 東金市内

東金市役所（受付または生涯学習課）
ふれあいセンター
東金図書館
各市立公民館
東金文化会館
東金アリーナ
東金市トレーニングセンター
道の駅みのりの郷東金
東金商工会議所
東金駅

● 東金市外

山武市
さんぶの森図書館＆文化ホール
松尾 IT保健福祉センター (図書館)
成東総合運動公園
山武市歴史民俗資料館
成東図書館
道の駅オライはすぬま
成東駅

九十九里町
中央公民館
つくも学遊館
海の駅九十九里

大網白里市
中央公民館
白里公民館
大網駅

● その他

東金市内・近隣市町の商業施設等

特別復刻版  とうがね歴史ばな史10
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イベント情報

東金文化会館
お問い合わせは　☎ 0475-55-6211

http://www.tobunspo.or.jp/

＊ メルマガ配信中！ ～東金文化会館チケット情報をいち早くお届けします～

①ＱＲコード読取り機能のある携帯電話をお持ちの方は、左のＱＲコードを読取ってください。
②メール送信画面となりますので、そのままメールを送信してください。
③メルマガ登録用メールが届きますので、必要事項を入力して送信してください。→登録完了です。
※年会費・登録料無料（通信料のみお客様負担）  ※メールアドレスをお持ちの方のみ登録できます。

下記アドレスに空メール[題名（件名）、本文を何も
入力しない]を送ってください。
merumaga-toganebunka@mhai.jp

メルマガ会員特典あり

新型コロナウイルス感染症対策およびご来場される皆さまへのお願い

東金文化会館では、お客様が安心してご来場いただけるよう、様々なガイドラインを遵守し、対策(スタッフによる検温、
マスク着用、館内各所に消毒用アルコール設置、館内の換気、手すり・ドアなど手を触れる箇所の消毒など）を講じて
おります。ご来場のお客様には下記感染症対策へのご協力をあわせてお願いいたします。

〈ご来場のお客様へご協力のお願い〉
◆ 37. 5度以上の発熱など体調に不安がある方はご入場いただけません。
◆ マスクの着用、入場時の検温にご協力ください。
◆ こまめな手洗い、手指消毒、「咳エチケット」の励行をお願いいたします。
◆ エントランス、ホワイエ、通路、トイレなどでは周囲の方との距離を1m以上空けて、密集を避けるよう
　 ご協力ください。

竹之内淳子 ソプラノリサイタル
世界遺産検定マイスターと巡る世界・日本の名曲へ

共催事業

14：00開演　小ホール
全席自由  大人2,500円／学生500円
※当日500円増し

〈チケットプレイガイド〉A ～ G
好評発売中 
※未就学のお子様のご入場はご遠慮願います。

《予定曲目》
♪歌劇「トスカ」より　G.プッチーニ作曲                        
♪歌劇「椿姫」より　　G.ヴェルディ 作曲
♪“タイム・トゥ・セイ・グッバイ”　Ｆ.サルトーリ作曲
♪“ 花の街 ”　 江間章子  作詞 / 團伊玖磨  作曲　他

3
21

日

MAIL : takenouchi125@gmail.com 
TEL : 080-7553- 5252

♪リクエスト曲を募集します！

竹之内淳子
［ソプラノ］

ゲスト

岩田健志
（バリトン）

鈴村真貴子
（ピアノ）

片岡英夫
（世界遺産検定
マイスター）

プレゼント 4

※新型コロナウイルス感染症の状況によっては、変更となる場合がござ
いますので、ホームページなどで最新の情報をご確認ください。

宝くじ ふるさとワクワク劇場

中止    2月21日（日）
14：00開演
全席指定  2,000円／当日2,500円 ※宝くじの助成による特別料金

本公演は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
中止となりました。
◇チケットをお持ちのお客様には払戻しいたします。

【払戻期限】2021年2月28日(日)まで
※購入先プレイガイドでの対応となります。
　チケットを持って購入店までお越しください。

中 止
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東金文化会館プレイガイド ※公演によってプレイガイドは異なります。アルファベットにて参照してください。
※プレイガイドによって購入方法が異なりますのでご注意ください。

G 丸越楽器横芝店 ☎ 0479-82-6326D 成東文化会館のぎくプラザ ☎ 0475-82-5222
E 大網白里アミリィ 1F 吉井クリーニング ☎ 0475-73-2178
F 晶光堂茂原アスモ店 ☎ 0475-23-8585

A 東金文化会館 ☎ 0475-55-6211
B サンピア総合案内所 ☎ 0475-54-3511
C 多田屋サンピア店（2 階書籍売場） ☎ 0475-52-5561

6
19

土 習志野市立
習志野高校吹奏楽部演奏会
東金公演

14:30開演　大ホール
全席指定　S 席  一般2,000円／高校生以下1,000円

A席  一般1, 500円／高校生以下1,000円
〈チケットプレイガイド〉A ～ G
3月27日（土）発売開始 
※未就学のお子様のご入場はご遠慮願います。

全国にファンを持つ習志野高校吹奏楽部。待望の東金公演
決定。どこまでも清々しく、エネルギッシュ。柔らかで優美
な習志野サウンド！
圧巻のパフォーマンスをご堪能ください。

5
4 ・ 5 劇団サンブステップス WAKWAKコンサート

「勇気100%」

共催事業

14：00開演　小ホール
全席自由  2,000円

〈チケットプレイガイド〉Aのみ
3月上旬発売予定

1年間コロナと戦っ
てきたサンブステッ
プスの集大成。
サンブステップスと
この時 代を乗り越
えよう！

祝火 祝水

4
3 ・ 4

土 日
桜を愛でる 八坂茶会

10：00 ～15：00  和室
入場無料
※1日先着100名様までとさせていただきます。
※定員（100名）になり次第終了いたします。あらかじめご了承ください。
協力：東金茶道会　後援：東金市観光協会

恒例の「八坂茶会」を、桜の季節に開催します。
桜花を愛でながら、一服いかがですか？
お気軽にお越しください。

プレゼント 5

みんなで合奏♫ ホールの反響板開放♪
貸し切りの舞台で合奏練習♪ マイ楽器をもって集まろう！

開催日時：2月27日（土） 9:00 ～17:30  1枠60分（準備・撤収の時間含む。）
場所：大ホール　料金：1枠 2,000円
※小学生以上対象（小学生：保護者同伴）  ※見学・付添含めて10名まで

申込方法：電話のみ（先着順、定員になり次第締切。）
〈東金市民先行受付〉 2月13日（土）
〈一般受付〉              2月20日（土）

♪ご利用条件♪
◇ステージに反響板、ピアノ1台(セミコン、移動不可)、演奏者用譜面台5台を用意してあります。
◇ピアノ練習としてのご利用も可能です。
◇和太鼓の演奏はご遠慮ください。
◇会館の音響設備（マイク・スピーカー等）及び電源の貸し出しは行いません。
◇発表会、演奏会でのご利用、及びレッスン料などを伴う営利活動にはご利用できません。
◇連続・重複のご予約はご遠慮ください。

9:00より受付開始

東金市マスコットキャラクター

ときめき5



山武市文化会館
お問い合わせは　山武市成東文化会館　　千葉県山武市殿台 290-1　　☎ 0475-82-5222　　　　

さんぶの森文化ホール　千葉県山武市埴谷 1904-5　☎ 0475-80-9700
　e-mail : n-bunka@city.sammu.lg.jp

http://www.city.sammu.lg.jp/page/dir000122.html

イベント情報

5
3 第3回 のぎく能

14:00開演
成東文化会館のぎくプラザ
全席指定  入場料 前売3,000円／当日3,500円　
チケット3月発売予定

演目：狂言「太刀奪」
能「安達原」

出演：梅若万三郎　ほか

伝統芸能「能」の舞台をのぎくプラザで！
梅若万三郎演じる「安達原」は必見です。

祝月

6
18

金
「スパニッシュ・コネクション

ライブ」

サロンコンサート vol. 219

19:00開演
成東文化会館のぎくプラザ
全席自由  入場料1,000円　
チケット5月21日（金）発売予定

出演：伊藤芳輝（ギター）、
平松加奈（ヴァイオリン）、
吉見征樹（タブラ）、
箭島裕治（ベース） 

スパニッシュミュージックの叙
情と情熱に出会う一夜をお届け
します。

5
21

金
「夫婦デュオ かのんぷ♪の

アコースティックライブ」

サロンコンサート vol. 218

19:00開演
成東文化会館のぎくプラザ
全席自由  入場料1,000円　
チケット4月16日（金）発売予定

出演：かのんぷ♪　ほか

九十九里在住で音楽教室も行
うピアノボーカルの中村里衣
とギター・ウクレレの中村大
介による夫婦アコースティッ
クユニットの優しさあふれる
音楽で素敵なコンサートです。

4
16

金
「高木里代子トリオ

スペシャルジャズライヴ！」

サロンコンサート vol. 217

19:00開演
成東文化会館のぎくプラザ
全席自由  入場料1,000円　
チケット3月19日（金）発売予定

出演：高木里代子（ピアノ）、
塩田哲嗣（ベース）、
藤井学（ドラム）

ジャズのダイナミズムに迫る
高木里代子至高のピアニズ
ムとインタープレイ！

プレゼント 6

プレゼント 6プレゼント 6

さんぶの森文化ホール 成東文化会館のぎくプラザ

ファミレス

携帯電話ショップ

マンション
コンビニ

衣料品店
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イベント＆タウン情報
Event & Town Information

「東金市土屋家文書から見た山武地域のキリスト教」
東金市郷土研究愛好会による第14回企画展示が開催されています。東金市を含む山武地域のキリスト教に関する史料を、
令和3年10月頃まで展示します。

● 場　所　東金文化会館  常設展示室
● 費　用　無料
● 主　催　東金市郷土研究愛好会（令和2年度東金市市民提案型協働事業）

企画展のお知らせ
【問い合わせ】　東金市教育委員会教育部生涯学習課　☎0475-50-1187

図書消毒機を導入しました
【問い合わせ】　東金図書館　☎0475-50-1190 ／ Eメール tosyokan@city.togane.lg.jp

皆さんに安心して図書館資料を利用していただけ
るよう、図書消毒機を導入しました。
この機器は、ほこりやごみを風力により集塵・除
去し、目に見えない雑菌は紫外線除菌ランプによ
り消毒します。また、消臭フィルターと消臭剤に
より臭質改善・消臭を行います。
正面玄関付近に設置していますので、ご自由にお
使いください。（無料）

城西国際大学水田美術館からのお知らせ

当館のホームページに、いつでもどこでも収蔵品が楽しめる
「おうちで美術館」を開設しました。
https://www.jiu.ac.jp/museum/ouchi.html

スマホの方はこちらから。

城西国際大学水田美術館 〒283- 8555 千葉県東金市求名1番地  ☎︎0475- 53- 2562   https://www.jiu.ac.jp/museum/

※美術館は現在閉館中です。再開する際はホームページでお知らせいたします。

現在ご覧いただけるコンテンツ

【みる】
○浮世絵でめぐる房総の旅 Part.1 下総編
○浮世絵でめぐる房総の旅 Part.2 上総・安房編
○八犬士 mini 紹介
○15分でよむ『南総里見八犬伝』
○5分でよむ忠臣蔵

近代日本画家が描く赤穂浪士

【つくる】
○八犬伝すごろくで遊ぼう

ときめき7



イベント＆タウン情報
Event & Town Information

令和3年度  ｢東金・田んぼの学校｣参加者・
｢東金・市民農園｣利用者募集

農家の方の指導により、できるだけ農薬や機械を使わないお米作りに挑戦してみませんか。

● 期　間　4月〜 10月　入学式、田植え、草取り、稲刈り、収穫祭（修了式）  ※作業は毎月１回、土曜日の午前中を予定
● 費　用　1世帯につき20, 000円（苗代・肥料代・乾燥調整代・保険料・指導料）

※収穫されたお米は、参加者にお分けします。（但し30kg上限）
● 場　所　松之郷（約10a）

■  東金・田んぼの学校

■  東金・市民農園
農家の方に教わりながら、有機・減農薬の野菜づくりを楽しみませんか。

● 期　間　4月〜 3月まで、栽培指導あり　　● 区　画　1区画あたり約30 ㎡（複数区画の利用も可）
● 費　用　1区画につき、5, 000円　　　　　● 農園名　ファーム源（上布田）、ファーム松戸（堀上）

受付期間：令和3年2月1日（月）〜 3月1日（月）
申込み・問い合わせ先：下記まで「代表者の氏名・住所・電話番号」をご連絡ください。後ほど申込書及び資料をお送りいたします。

東金農業いきいきプラン実行委員会事務局（東金市役所農政課内）
☎0475-50-1137 ／ FAX 0475-50-1297 ／ E-mail  nosei@city.togane.lg.jp

東金市外の方も大歓迎！

東金市ジュニアリーダースクラブ（TJLC）  会員募集中
　TJLC では、地域の子ども達の「お兄さん、お姉さん」のような存在として活躍してもらう、ジュニアリーダーの会員を募集して
います。
対象は、東金市内で活動可能な中学生・高校生です。中には大学生で活動している会員もいます。本業の勉学や部活動との両立
ももちろん可能です。
　主な活動は、毎年夏休みに開催する主催事業「サマーキャンプ」の運営、「房総子どもかるた東金大会」や「YASSAフェスティバ
ルお化け屋敷」などの子ども会活動のお手伝いなどです。
　子どもたちのリーダーとしてだけでなく、将来的に地域のリーダーとして活躍することが期待され、活動を通じて自分自身も成
長することができます。
　中学生以上で入会を希望される方は、下記までご連絡ください。

TJLCへの入会申込み・問い合わせ先：
東金市教育委員会教育部生涯学習課青少年係
☎0475-50-1205
E-mail  syogai@city.togane.lg.jp

文化財解説板を設置しました

東金市家之子にある「妙宣寺」に、文化財解説板「家之子妙宣寺の大絵馬」を設置し
ました。ぜひご覧ください。

妙宣寺の本堂にある大絵馬のことで、2枚ある大絵馬のうち「平忠盛と油法師図」が、
東金市指定文化財となっています。

● 場　所　妙宣寺（東金市家之子1384）

〈家之子妙宣寺の大絵馬とは〉

【問い合わせ】　東金市教育委員会教育部生涯学習課　☎0475-50-1187

家之子妙宣寺の大絵馬
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イベント＆タウン情報
Event & Town Information

東金アリーナ関連のスポーツ案内

あすなろチャレンジ・アップクラブ（午前・午後クラス）、流れるヨガ教室、スローステップ教室・ステップ教室、ダンベルエアロビ
クス教室、青竹体操教室、アリーナ元気塾、アクティブシニア塾、スポーツ吹矢教室（木曜・土曜クラス）、触覚ボール・セルフケア
教室、初級エアロビクス教室（水曜・土曜クラス）、中級エアロビクス教室、バレエストレッチ体操教室
申込・問い合わせ先：東金アリーナ  ☎0475-50-1715
ホームページ：http://www.togane-bunspo.or.jp/arena/　E-mail：arena@togane-bunspo.or.jp
※各教室では、運動のできる服装・汗拭き用タオル・水分補給用飲み物等をご持参ください。　　
※募集は広報・東金アリーナHPなどでお知らせ致します。開催の途中でも定員に満たない場合は、参加可能です。
※上記、詳細について変更になる場合があります。
※新型コロナウイルス感染症対策を実施していますので、参加される方はご協力をお願いいたします。

■  東金アリーナ教室事業案内

太極拳教室、ノルディックウォーキング教室、健康ヨガ教室、ボディーケアセルフケア教室、50才からの空手教室、東金Jrフットサ
ル教室（火曜・木曜クラス）、エンジョイベースボール教室、ジュニア陸上教室
申込・問い合わせ先：東千葉スポーツクラブ  ☎080-3453-3398
ホームページ：http://www.hc-sports.org/
※詳細は、お問い合わせください。

■  東千葉スポーツクラブ教室事業案内（東金アリーナ共催事業）

東金こども科学館  親子で遊べる科学＆工作教室

応募方法:東金こども科学館ホームページ（http://www.tsc.tobunspo.or.jp/）の教室案内（右QRコードも可）
から、またはFAX （0475-55- 6216）で、①希望教室名　②参加児童氏名　③学校名　④学年　⑤電話番号を
明記の上お申込み下さい。受付開始は開催日の2 ヶ月前からです。定員を超えた場合は開催日の2週間前に抽
選、当選通知をメール又は電話でします。尚、申込みは各教室1人1回のみ。親（保護者）子参加が原則で事前
応募です。どの教室も開始時刻に遅れると参加できません。止むを得ず計画変更する場合があります。

【問い合わせ】　公益財団法人東金文化・スポーツ振興財団　東金こども科学館(東金市八坂台１丁目2107-3)
☎0475-55- 6211 ／ FAX 0475-55- 6216 ／ホームページ http://www.tsc.tobunspo.or.jp/

● 6月5日（土）
【時間】 ①9:30 ②13:30   【参加費】100円   【定員】10名 　

パソコンのお絵かきソフトを使ってカラーで好きな絵をかいて専用紙にカラープリン

ト、それをTシャツの胸にアイロンで熱転写する。洗濯もOK だよ。ぴったりサイズの

「白無地の綿100％」のTシャツを持って来てね。どんな絵にするか事前に考えてくる

とあれこれ迷わずにじっくり描けるね。

● 5月29日（土）
【時間】13:30   【参加費】100円   【定員】10名（小学3年生以上） 　

競技台のコースをみて歩行プログラムをパソコンで作り、虫型ロボットに送信。ゴー

ルを目指して競争するんだ。何度もプログラムを修正しながら挑戦してね。一番早く

ゴールした人が優勝だよ。「どうしたら」「どうする」のカードを画面上に並べてプログ

ラムするんだ。楽しいよ。

パソコン教室 「虫型ロボットプログラム競技会」パソコン教室 「虫型ロボットプログラム競技会」

パソコン教室 「Tシャツをデザインしよう！」パソコン教室 「Tシャツをデザインしよう！」
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日
本
の
歴
史
で
人
気
の
高
い
時

代
で
あ
る
戦
国
時
代
。
日
本
各
地

で
た
く
さ
ん
の
戦
国
武
将
が
名
を

残
し
て
い
ま
す
。
戦
国
時
代
の
東

金
は
、「
東
金
酒
井
氏
」と
い
う
一

族
が
支
配
し
て
い
ま
し
た
。
今
回

は
、か
つ
て
の
人
気
コ
ー
ナ
ー「
と

う
が
ね
歴
史
ば
な
史
」を
復
活
さ

せ
て
、筆
者
の
専
門
分
野
で
あ
る

東
金
酒
井
氏
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

東
金
城
を
中
心
と
し
た
領
地

を
支
配
し
て
い
た
酒
井
氏
な
の

で
「
東
金
酒
井
氏
」と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
戦
国
時
代
の
東
金
酒
井

氏
の
当
主
は
系
図
の
と
お
り
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、

わ
ざ
わ
ざ
「
東
金
」と
つ
け
て
呼

ば
れ
る
理
由
は
、土
気
城
を
中
心

と
し
た
「
土
気
酒
井
氏
」も
い
た

た
め
で
す
。
両
酒
井
氏
の
祖
で
あ

る
人
物
か
ら
「
土
気
酒
井
氏
」「
東

金
酒
井
氏
」の
２
つ
の
家
に
分
か

れ
ま
し
た
。

①
酒
井
氏
の
始
祖

　

酒
井
氏
の
始
祖
に
つ
い
て
は
定

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、始
祖
を

議
論
す
る
上
で
「
浜は

ま

春は
る

利と
し

」「
酒さ

か

井い

定さ
だ

隆た
か

」「
酒さ

か

井い

清せ
い

伝で
ん

」と
い
う
３

つ
の
名
が
挙
が
り
ま
す
。

　

浜
春
利
は
、享
徳
の
乱
（
※
１
）

が
起
き
た
頃
に
室
町
幕
府
か
ら
派

遣
さ
れ
た
人
物
で
す
。
酒
井
定
隆

は
春
利
の
子
と
さ
れ
て
い
る
人
物

で
、従
来
は
定
隆
が
始
祖
と
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、定
隆
の
名
が

出
て
く
る
史
料
が
発
見
さ
れ
て
お

ら
ず
、実
在
し
た
か
は
不
明
で
す
。

　

酒
井
清
伝
は
、酒
井
氏
と
し
て

史
料
に
初
め
て
名
が
出
て
く
る
人

物
で
、そ
の
正
体
は
酒
井
定
隆
の

別
名
で
あ
る
、と
い
う
説
が
有
力

で
す
が
、未
だ
定
か
に
な
っ
て
い

ま
せ
ん
。
一
つ
だ
け
確
実
な
の

は
、清
伝
よ
り
後
の
代
か
ら
、酒

井
氏
は
「
東
金
酒
井
氏
」「
土
気

酒
井
氏
」に
分
か
れ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

②
上
総
七
里
法
華

　

酒
井
清
伝
の
頃
に
行
わ
れ
た
と

い
う
宗
教
政
策
で
、領
土
内
の
寺

院
を
、日
蓮
宗
日に

ち

什じ
ゅ
う

門も
ん

流り
ゅ
う

（
現
在

の
顕け

ん

本ぽ
ん

法ほ
っ

華け

宗し
ゅ
う

）に
改
宗
さ
せ
る

も
の
で
す
。
土
気
や
東
金
を
中
心

に
領
土
全
体
で
改
宗
を
さ
せ
た
そ

う
で
す
。
改
宗
さ
せ
る
命
令
を
示

す
史
料
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、七
里
法
華
の
影
響
な
の
か
、

現
在
の
東
金
市
に
も
顕
本
法
華
宗

の
寺
院
が
多
く
あ
り
ま
す
。

③
東
金
酒
井
氏
の
城

　

東
金
酒
井
氏
は
、そ
の
名
の
と

お
り
東
金
城
を
拠
点
に
し
て
い
ま

し
た
。
東
金
城
は
、本
漸
寺
の
裏

山
で
あ
る
御
殿
山
に
築
か
れ
た
山や

ま

城じ
ろ

で
す
。
ま
た
、現
在
田
間
神
社

が
あ
る
場
所
に
築
か
れ
た
「
田
間

城
」も
、東
金
酒
井
氏
の
城
の
ひ

と
う
が
ね

と
う
が
ね

歴
史
歴
史

ば
な
史

ば
な
史

と
う
が
ね

歴
史

ば
な
史

◆
東
金
酒
井
氏
と
は

◆
東
金
酒
井
氏
に
ま
つ
わ
る
話

と
つ
で
す
。
ど
ち
ら
の
城
も
「
市

指
定
文
化
財
」で
す
。

④
後
北
条
氏
と
里
見
氏
に
挟
ま
れ
て

　

小
田
原
城
を
本
拠
と
し
て
関
東

各
地
に
領
土
を
拡
大
し
た
後
北
条

氏
と
、南
房
総
を
中
心
に
領
土
を

拡
大
し
て
い
た
里
見
氏
。
東
金
酒

井
氏
は
こ
の
２
つ
の
勢
力
に
挟
ま

れ
る
状
態
で
し
た
。
時
に
は
後
北

条
氏
、時
に
は
里
見
氏
に
味
方
し

て
、情
勢
に
応
じ
て
立
場
を
変
え

る
こ
と
で
乱
世
を
生
き
残
ろ
う
と

し
ま
す
。
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
小
田

原
征
伐
（
※
２
）の
際
、東
金
酒

井
氏
は
後
北
条
氏
に
味
方
し
て
い

た
た
め
、東
金
城
は
豊
臣
軍
に
明

け
渡
さ
れ
ま
す
。

　

以
上
、東
金
酒
井
氏
に
つ
い
て

ザ
ッ
ク
リ
と
説
明
し
て
み
ま
し

た
。
専
門
分
野
な
の
で
、ま
だ
ま

だ
書
き
足
り
な
い
く
ら
い
の
気
持

ち
で
す
が
、こ
こ
で
は
割
愛
し
ま

す
（
笑
）

　

ご
興
味
の
あ
る
方
は
、東
金
酒

井
氏
に
つ
い
て
調
べ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

八鶴湖から望む東金城跡 本漸寺にある東金酒井氏の供養塔

特別復刻版

東
金
酒
井
氏
に
つ
い
て

※1　享徳3（1454）年、鎌倉公方足利成氏が関
東管領上杉憲忠と対立の末誅

ちゅうさつ

殺したことに端を
発する戦いです。室町幕府や関東を拠点とする
各勢力を巻き込み、文明9（1477）年まで続きま
した。

※2　天正18（1590）年、豊臣秀吉が後北条氏
を攻撃し降伏させた戦いです。この戦いで豊臣
秀吉による天下統一が果たされました。

文
　
鑓
田 

千
尋
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学
生
の
良
太
は
バ
ス
を
待
っ
て
い
た
。
そ

こ
へ
枯
れ
葉
が
一
枚
降
っ
て
き
た
。
何
気
な

し
に
目
で
追
う
と
、足
元
に
千
円
札
が
落
ち

て
い
る
の
を
見
つ
け
た
。
辺
り
を
見
回
し
た

が
誰
も
い
な
い
。
良
太
は
思
わ
ず
か
が
み
込

ん
で
拾
い
、

「
今
日
は
つ
い
て
る
」

と
呟つ

ぶ
やい

た
。

　
大
学
の
学
食
で
は
奮
発
し
て
九
百
円
の
Ａ

ラ
ン
チ
を
食
べ
る
こ
と
に
し
た
。
拾
っ
た
千

円
札
を
出
す
と
、そ
れ
は
な
ん
と
子
供
銀
行

と
書
か
れ
た
玩
具
の
お
金
だ
っ
た
。

「
な
ん
だ
、つ
い
て
ね
え
な
あ
」

独
り
言
を
言
い
な
が
ら
三
時
過
ぎ
頃
ア
パ
ー

ト
に
帰
る
と
鍵
が
な
か
っ
た
。
胸
の
ポ
ケ
ッ

ト
に
入
れ
て
出
た
つ
も
り
だ
が
な
く
し
た
ら

し
い
。
仕
方
な
く
階
下
の
管
理
人
の
所
に
行

く
と
、夕
方
ま
で
留
守
だ
と
い
う
貼
り
紙
が

あ
っ
た
。
仕
方
な
く
近
く
の
公
園
で
暇
を
つ

ぶ
す
こ
と
に
し
た
。

「
つ
い
て
ね
え
な
あ
」

ぼ
や
き
な
が
ら
木
陰
の
ベ
ン
チ
に
座
り
居
眠

り
を
始
め
た
。

　
居
眠
り
の
中
に
神
様
が
現
れ
た
。
良
太
の

夢
に
よ
く
出
て
く
る
神
様
だ
。

「
つ
い
て
な
い
っ
て
、何
が
く
っ
つ
い
て
な
い

ん
だ
い
？
」

神
様
が
聞
い
た
。

「
運
が
さ
」

「
ウ
ン
て
く
っ
つ
い
て
た
方
が
い
い
の
か
い
」

「
何
言
っ
て
ん
の
神
様
は
運
も
知
ら
な
い
の
」

「
ウ
ン
と
い
う
か
ら
さ
俺
、て
っ
き
り
便
所

で
…
」

「
や
め
て
、そ
ん
な
汚
い
冗
談
」

「
だ
っ
て
俺
、本
当
に
ウ
ン
て
何
な
の
か
知
ら

な
い
し
」

「
運
て
の
は
ね
、幸
運
と
か
不
運
の
こ
と
で
、

偶
然
巡
り
会
う
も
の
な
ん
だ
よ
」

「
そ
う
か
、良
太
と
美
佐
が
巡
り
会
っ
た
よ
う

な
も
の
か
。
そ
れ
で
美
佐
に
会
っ
た
の
は
幸

運
な
の
？
不
運
な
の
？
」

聞
か
れ
て
良
太
は
す
か
さ
ず
、

「
幸
運
に
決
ま
っ
て
る
さ
」

と
言
っ
た
。
言
っ
た
後
で
、美
佐
が
親
し
く

し
て
い
る
ア
ヤ
ノ
に
近
づ
く
為
に
ま
ず
馬
を

射
よ
の
つ
も
り
で
美
佐
に
近
づ
い
た
こ
と
を

思
い
出
し
た
。
そ
れ
が
今
で
は
美
佐
が
恋
人

に
な
っ
て
い
た
の
だ
。
そ
の
意
味
で
は
こ
と

に
よ
る
と
不
運
な
の
か
も
知
れ
な
い
と
思
っ

た
。
そ
こ
で
良
太
は
、

「
不
運
を
幸
運
に
変
え
る
の
が
人
間
の
知

恵
っ
て
も
の
さ
」

と
言
っ
た
。

「
お
や
、た
ま
に
は
良
い
こ
と
言
う
じ
ゃ
な
い

か
。
そ
れ
じ
ゃ
良
太
は
自
分
が
生
ま
れ
た
こ

と
を
幸
運
に
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
ん
だ
ね
」

良
太
は
少
し
む
っ
と
し
、

「
生
ま
れ
た
こ
と
が
不
運
だ
っ
て
言
っ
て
い

る
み
た
い
に
聞
こ
え
る
け
ど
」

「
お
や
不
運
じ
ゃ
な
い
の
か
い
」

「
ど
う
し
て
不
運
な
の
さ
」

「
だ
っ
て
考
え
て
ご
ら
ん
よ
。
生
き
物
は
生

き
る
た
め
に
、皆
大
変
な
思
い
を
し
て
る

じ
ゃ
な
い
か
。
昆
虫
な
ん
か
は
生
ま
れ
た
卵

の
一
％
位
し
か
成
虫
に
な
れ
な
い
ん
だ
ぜ
。

ラ
イ
オ
ン
の
子
だ
っ
て
大
人
に
な
れ
る
の
は

三
割
て
言
う
し
、人
間
だ
っ
て
最
近
や
っ
と

生
存
率
が
高
ま
っ
た
け
ど
、奈
良
時
代
と
か

平
安
時
代
で
は
赤
ん
坊
は
四
割
も
生
き
延
び

ら
れ
な
か
っ
た
ん
だ
。
特
に
男
の
子
は
二
割

だ
っ
た
ら
し
い
」

「
そ
れ
本
当
な
の
？
」

「
俺
嘘
つ
き
神
だ
け
ど
、デ
ー
タ
に
つ
い
て
は

嘘
は
言
わ
な
い
主
義
だ
か
ら
」

「
何
か
あ
や
し
い
な
あ
。
ま
あ
い
い
や
。
現

代
で
は
ほ
と
ん
ど
の
子
が
七
歳
以
上
に
な
れ

る
の
は
や
は
り
医
療
が
進
ん
だ
せ
い
だ
ね
」

「
論
点
が
違
う
だ
ろ
。
よ
う
は
生
き
る
こ
と

は
大
変
な
ん
だ
っ
て
こ
と
を
話
し
て
る
ん

だ
。
つ
ま
り
死
と
の
戦
い
に
勝
っ
て
生
き
延

び
ら
れ
た
こ
と
が
幸
運
な
ん
だ
よ
。
そ
ん
な

不
安
と
常
に
戦
わ
な
け
り
ゃ
な
ら
な
い
ん
だ

か
ら
生
ま
れ
る
こ
と
は
不
運
じ
ゃ
な
い
の

か
っ
て
こ
と
さ
」

良
太
は
な
る
ほ
ど
と
思
っ
た
。
神
様
は
続
け

た
。

「
も
し
さ
、生
ま
れ
出
る
か
出
な
い
か
っ
て
聞

か
れ
た
ら
良
太
は
何
て
答
え
る
」

良
太
は
考
え
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
す
る
と
神

様
は
い
た
ず
ら
っ
ぽ
く
笑
い
な
が
ら
、

「
そ
ん
な
に
真
剣
に
考
え
る
な
よ
。
生
ま
れ

る
っ
て
こ
と
は
、選
択
で
き
な
い
こ
と
な
ん

だ
よ
。
そ
れ
に
生
ま
れ
な
け
れ
ば
幸
運
も
不

運
も
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」

「
神
様
の
話
は
大
げ
さ
だ
よ
。
僕
は
今
日

拾
っ
た
お
金
が
玩
具
だ
っ
た
こ
と
と
か
、鍵

を
な
く
し
た
こ
と
に
ち
ょ
っ
と
が
っ
か
り
し

て
い
る
だ
け
だ
よ
」

「
そ
う
だ
な
。
良
太
の
運
不
運
は
幸
不
幸
の

範は
ん

疇ち
ゅ
う

外が
い

だ
な
。
そ
も
そ
も
今
日
の
こ
と
は
、

お
前
が
ち
ょ
っ
と
注
意
す
れ
ば
ど
う
っ
て
こ

と
な
い
こ
と
じ
ゃ
ん
。
そ
れ
を
つ
い
て
い
る

と
か
い
な
い
と
か
言
う
の
は
甘
え
だ
よ
。
赤

子
の
甘
え
。
小
犬
の
無
駄
吠
え
と
一
緒
だ
。

じ
ゃ
あ
な
」

神
様
は
消
え
た
。

　
良
太
は
涼
風
に
煽あ

お
ら
れ
て
目
を
覚
ま
す
と

歩
き
出
し
た
。
途
中
で
今
朝
玩
具
の
千
円
札

を
拾
っ
た
バ
ス
停
に
来
る
と
立
ち
止
ま
り
、

こ
こ
に
あ
っ
た
ん
だ

よ
な
あ
。
そ
う
思
い

な
が
ら
目
を
落
と
す

と
、何
と
そ
こ
に
は
部

屋
の
鍵
が
落
ち
て
い

た
の
だ
っ
た
。

＊ リーフノベルとは…原稿用紙 4 枚分、つまり1600 字以内に収める超短編小説で、新しいジャンルです。

幸
運
と
不
運

夢
の
中
の
神
様

文
・
高
安
義
郎

絵
・
芝
　
章
一

と
き
め
き
リ
ー
フ
ノ
ベ
ル
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中
西
悟
堂
（
明
治
28
年
～
昭
和
54
年
）は
、も

と
も
と
は
天
台
宗
の
お
坊
さ
ん
（
悟
堂
は
法
名
）

で
し
た
。
秩
父
山
中
で
荒
行
を
行
っ
て
い
る
と
き

に
周
囲
に
い
た
鳥
た
ち
に
親
し
み
を
抱
い
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、そ
れ
が
の
ち
の
「
野
の
鳥
は
野

に
」と
い
う
思
想
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

29
歳
（
大
正
14
年
）で
一
度
僧
職
を
離
れ
、日

本
中
の
山
々
を
歩
い
て
鳥
の
生
態
や
分
布
を
調
査

し
て
回
り
ま
す
。
十
代
の
こ
ろ
か
ら
文
筆
・
創
作

活
動
を
続
け
て
い
た
悟
堂
は
、友
人
の
竹た

け

友と
も

藻そ
う

風ふ
う

（
詩
人
・
英
文
学
者
）か
ら
鳥
の
雑
誌
を
出
す
こ

と
を
勧
め
ら
れ
、38
歳
（
昭
和
9
年
）に
鳥
類
学

者
で
政
治
家
の
黒く

ろ

田だ

長な
が

禮み
ち

、民
俗
学
者
の
柳
田
國

男
な
ど
著
名
な
文
化
人
ら
の
賛
同
を
得
て
「
日
本

野
鳥
の
会
」を
設
立
、機
関
紙
『
野
鳥
』（「
野
鳥
」

と
い
う
単
語
は
悟
堂
に
よ
る
造
語
）を
創
刊
し
ま

し
た
。
悟
堂
が
富
士
で
実
施
し
た
日
本
最
初
の
探

鳥
会
（「
探
鳥
」も
悟
堂
が
名
付
け
た
）に
は
数
々

の
鳥
類
学
者
を
は
じ
め
、北
原
白
秋
、金
田
一
京

助
・
春
彦
な
ど
各
界
の
文
化
人
約
30
名
が
参
加
し
、

そ
れ
が
日
本
に
お
け
る
野
鳥
観
察
と
い
う
文
化
の

幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。
翌
年
に
刊
行
し
た
「
野

鳥
と
共
に
」は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り
、文
部
省

推
薦
図
書
に
も
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

昆
虫
を
餌
に
し
て
い
る
燕
は
、冬
に
な
る
と
食

べ
る
も
の
が
な
く
な
り
、遠
く
海
を
渡
っ
て
東
南

ア
ジ
ア
で
越
冬
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
で
３
例
目
と
な
る
越
冬
燕
が
東
金
で
発
見

さ
れ
た
の
は
昭
和
25
年
の
冬
の
こ
と
で
し
た
。
19

羽
の
燕
が
上
宿
に
あ
っ
た
煎
餅
屋
さ
ん
の
家
を
ね

ぐ
ら
に
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、翌
春
、東
金

の
歌
人
で
あ
る
森も

り

川か
わ

邇じ

朗ろ
う

氏
が
悟
堂
に
手
紙
で
詳

細
に
伝
え
ま
し
た
。
果
た
し
て
昭
和
27
年
2
月
に

悟
堂
が
現
地
調
査
の
た
め
に
東
金
を
訪
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
東
金
で
の
調
査
の
様
子
は
『
定
本

野
鳥
記　

第
7
巻
平
野
と
島
の
鳥
』の
〈
千
葉
県

東
金
の
越
冬
燕
〉の
項
に
約
20
数
頁
に
亘
っ
て
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
著
の
中
で
、東
金
の
地
と
悟
堂
に
は
不
思
議

な
縁
が
あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

 

歌
を
詠
ん
だ
中
西
悟
堂
っ
て
ど
ん
な
人
？

 
東
金
の
越
冬
燕

 

東
金
と
悟
堂
の
不
思
議
な
縁

『
か
く
て
、わ
ざ
と
最
厳
寒
期
の
、昭
和
27
年
2

月
11
日
、サ
ン
写
真
新
聞
社
の
カ
メ
ラ
担
当
君

や
佐
野
（
翆す
い

坡は

）君
と
と
も
に
東
金
町
に
赴
い

た
。
な
お
行
く
前
に
、私
の
嫂
あ
に
よ
め（
兄
嫁
）の
歌

人
、岩
上
と
わ
子
君
が
千
葉
県
の
人
な
の
で
、念

の
た
め
に
東
金
の
こ
と
を
電
話
で
き
い
て
み
る

と
、何
の
こ
と
は
な
い
、東
金
か
ら
す
ぐ
の
地
が

故
郷
の
大
地
主
で
、八
鶴
湖
畔
の
東
金
高
等
女

学
校
出
身
で
あ
り
、湖
畔
の
丘
の
女
学
校
時
代

に
よ
く
散
歩
し
た
の
だ
と
い
う
。
二
十
年
近
く

も
身
内
と
し
て
つ
き
あ
っ
て
い
な
が
ら
、そ
ん

な
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
も
な
か
っ
た
の
は
迂う

闊か
つ

千
万
な
話
だ
が
、そ
れ
な
ら
ば
も
っ
け
の
幸
い

と
、嫂
に
も
同
行
を
乞
う
た
。』

本漸寺の燕塚と歌碑

中中な
か
な
か

西西に
し
に
し

悟悟ごご

堂堂ど
う
ど
う

とと

と・き・め・い・て TOGANE ⑧

前号（vol.93）で紹介した八鶴湖畔の生き物観察会で、
年に数回、自然と足が向くのが本漸寺の山門脇に佇む燕塚の石碑と越冬燕の歌碑。
今回は中西悟堂と越冬燕の歌碑についてご紹介します。

『定本野鳥記（全8巻／
中西悟堂著）』の第7巻
「平野と島の鳥」

ときめき 12



　

八
鶴
館
に
調
査
本
部
が
置
か
れ
、森
川
邇
朗
氏
、

岩
上
と
わ
子
氏
ら
に
迎
え
ら
れ
た
悟
堂
か
ら
、当

時
豊
成
村
の
助
役
だ
っ
た
鈴
木
勝
氏
（
の
ち
に
県

議
会
議
長
な
ど
も
務
め
た
詩
人
、東
金
市
名
誉
市

民
）が
連
絡
を
受
け
ま
し
た
。

　

東
金
市
文
化
団
体
協
議
会
会
報
（
第
14
号
・
昭

和
59
年
）に
寄
稿
し
た
『
中
西
悟
堂
と
東
金
』に

よ
る
と
、悟
堂
と
鈴
木
氏
は
昭
和
3
年
に
悟
堂
が

創
刊
し
た
詩
誌
『
濶か

つ

葉よ
う

樹じ
ゅ

』に
3
年
間
に
わ
た
り

同
人
と
し
て
か
か
わ
っ
た
仲
で
「
旧
師
と
旧
交
を

温
め
る
こ
と
に
相
成
っ
た
」そ
う
で
す
。

　

悟
堂
の
調
査
に
よ
り
、東
金
の
気
候
、八
鶴
湖

の
水
温
が
赤
虫
の
発
生
に
適
し
て
い
る
こ
と
、煎

餅
屋
の
建
物
の
大
戸
が
吊
り
上
げ
で
あ
る
こ
と
、

老
店
主
が
燕
の
徹
底
し
た
保
護
者
で
あ
っ
た
こ
と

な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
と
、東
金
町
役
場

や
有
志
の
発
起
に
よ
り
「
東
金
越
冬
つ
ば
め
愛
護

会
」が
結
成
さ
れ
、東
金
高
校
か
ら
要
望
さ
れ
て

悟
堂
に
よ
る
越
冬
燕
の
講
演
会
が
市
民
に
公
開
さ

れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、残
念
な
こ
と
に
調
査
後
に
近
年
稀
に

見
る
大
雪
が
降
り
続
き
、燕
た
ち
は
寒
さ
に
耐
え

ら
れ
ず
全
滅
し
て
し
ま
い
ま
す
。
当
時
観
光
協
会

副
会
長
だ
っ
た
小
川
一
郎
氏
が
燕
の
亡
骸
を
棺
に

納
め
て
本
漸
寺
の
境
内
に
燕
塚
を
作
り
弔
い
ま
し

た
。
そ
し
て
昭
和
27
年
11
月
、悟
堂
が
送
っ
た
歌

を
刻
ん
だ
碑
を
建
て
ま
し
た
。

　

鈴
木
氏
に
よ
れ
ば
、全
国
に
数
多
く
あ
る
中
西

悟
堂
の
歌
碑
の
な
か
で
、こ
の
越
冬
燕
碑
が
第
1

号
だ
ろ
う
と
の
こ
と
で
す
。

　
「
知
性
と
感
性
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
よ
い
文

化
こ
そ
人
生
は
浄
化
さ
れ
、人
間
は
豊
か
に
な
る
。

そ
れ
に
は
そ
の
芯
と
な
る
べ
き
高
い
宗
教
性
を
深

奥
の
と
も
し
び
と
し
た
い
」

　

こ
う
し
た
信
念
の
も
と
悟
堂
は
そ
の
後
晩
年
ま

で
精
力
的
に
自
然
保
護
活
動
を
行
い
、経
済
優
先

で
自
然
を
破
壊
す
る
日
本
の
流
れ
に
立
ち
向
か
い

続
け
ま
す
。
60
代
で
紫
綬
褒
章
受
章
、ま
た
比
叡

山
に
籠こ

も

っ
て
修
行
を
し
て
大
阿
闍
梨
位
な
ど
の
僧

位
を
授
け
ら
れ
、さ
ら
に
82
歳
の
と
き
に
は
文
化

功
労
者
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

悟
堂
は
そ
の
後
も
何
度
か
東
金
に
訪
れ
ま
し

た
。
そ
の
た
び
に
詠
ん
だ
歌
が
御
殿
山
と
最
福
寺

境
内
に
あ
り
ま
す
。
昨
年
刊
行
さ
れ
た
『
悟
堂
の

足
跡
／
千
葉
県
野
鳥
の
会
』の
中
で
、こ
こ
八
鶴

湖
は
「
千
葉
県
に
お
け
る
中
西
悟
堂
の
聖
地
と

言
っ
て
も
よ
い
の
で
は
」と
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
文
責
：
宮
原
政
志
）

建碑式の写真
（左）中西悟堂（右）小川一郎氏

家の天井にいる燕を見上げる悟堂ら

 

東
金
越
冬
つ
ば
め
愛
護
会

 

高
僧
に
し
て
自
然
保
護
活
動
家

み
ん
な
み
に
　
か
へ
り
得
ざ
り
し
　
つ
ば
め
ら
が

冬
越
す
こ
こ
は
上
総
東
金

こちらから、自身について話す
中西悟堂の映像がご覧になれます。

（NHKアーカイブス
『あの人に会いたい』）

※
東
金
市
郷
土
研
究
愛
好
会
の
宇
野
英
雄
氏
に
資
料
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
『
東
金
市
文
化
団
体
協
議
会
会
報
（
第
14
号
）』、『
定
本
野
鳥
記
・
第
7
巻
平
野
と
島
の
鳥
』は
図
書
館
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

※
御
殿
山
は
一
昨
年
の
台
風
に
よ
る
倒
木
等
に
よ
り
、現
在
閉
園
し
て
お
り
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

八鶴湖で赤虫を採取する悟堂 越越え
っ
え
っ

冬冬と
う
と
う

燕燕つ
ば
め

つ
ば
め

碑碑ひひ

最福寺

御殿山
※現在は閉園中

本漸寺 八鶴湖

県立東金高校

【中西悟堂の歌碑マップ】
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今
回
は
久
し
ぶ
り
に
、ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
（
中
高
生
）向

け
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

星
新
一
っ
て
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト

と
呼
ば
れ
た
短
編
を
た
く
さ
ん
生
み
出
し
た
Ｓ
Ｆ
作
家
で
す
。

「
読
ん
だ
、読
ん
だ
！
」と
い
う
方
は
私
と
同
じ
世
代
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
昭
和
四
十
年
代
、五
十
年
代
、星
新
一
は
、中

高
生
が
一
度
は
通
る
道
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
も
中

学
生
の
こ
ろ
は
ま
っ
て

4

4

4

4

、読
み
あ
さ
っ
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。

　

最
初
に
読
ん
だ
の
は
『
ボ
ッ
コ
ち
ゃ
ん
』。
そ
の
中
で
ま

ず
私
の
心
に
残
っ
た
の
が
、「
お
ー
い　

で
て
こ
ー
い
」で
す
。

台
風
の
去
っ
た
後
、が
け
崩
れ
で
流
さ
れ
た
あ
る
村
の
お
社や
し
ろの

あ
っ
た
場
所
に
、お
お
き
な
穴
が
見
つ
か
り
ま
す
。
集
ま
っ
た

人
た
ち
は
、キ
ツ
ネ
穴
か
も
し
れ
な
い
と
、「
お
ー
い　

で
て

こ
ー
い
」と
叫
ん
で
み
た
り
、石
こ
ろ
を
投
げ
込
ん
で
み
た
り

し
ま
す
が
、一
向
に
正
体
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
う
ち
、そ

の
穴
が
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
よ
う
に
何
で
も
か
ん
で
も
飲
み

込
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
わ
か
り
、人
々
は
、消
し
て
し
ま
い
た

い
機
密
書
類
や
ら
、原
子
炉
の
廃
棄
物
や
ら
、都
合
の
悪
い
も

の
を
ど
ん
ど
ん
投
げ
込
ん
で
い
き
ま
す
。
捨
て
た
い
も
の
を

何
で
も
引
き
受
け
て
く
れ
る
便
利
な
穴
。
お
か
げ
で
世
の
中

の
汚
い
も
の
が
洗
い
流
さ
れ
、空
が
幾
分
き
れ
い
に
な
っ
た
と

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
あ
る
日
、ビ
ル
の
建
設
工
事
を
し

て
い
た
男
が
、頭
の
上
か
ら
「
お
ー
い　

で
て
こ
ー
い
」と
い

う
声
が
聞
こ
え
た
気
が
し
て
、空
を
見
上
げ
ま
す
。
で
も
青
空

が
広
が
る
だ
け
。
や
が
て
作
業
に
戻
っ
た
男
の
耳
元
を
か
す

め
て
、石
こ
ろ
が
降
っ
て
き
て
…
…
。

　

お
話
は
こ
こ
で
終
わ
り
ま
す
。
こ
の
後
の
こ
と
は
想
像
に

お
ま
か
せ
。「
き
ゃ
っ
」と
な
り
ま
せ
ん
か
？　
「
お
ー
い　

で

て
こ
ー
い
」の
他
に
も
、「
処
刑
」、「
暑
さ
」、「
生
活
維
持
省
」、

「
親
善
キ
ッ
ス
」、「
マ
ネ
ー
・
エ
イ
ジ
」…
…
、印
象
深
い
お
話

を
挙
げ
て
い
っ
た
ら
切
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ち
ょ
っ
と
大
げ

さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、多
感
な
思
春
期
の
こ
ろ
に
星
新
一
の

作
品
に
数
多
く
触
れ
た
こ
と
で
、そ
の
後
の
考
え
方
や
、生
き

方
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
受
け
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

ご
く
普
通
に
ロ
ボ
ッ
ト
が
生
活
に
入
り
込
ん
で
い
た
り
、宇

宙
に
人
間
が
飛
び
立
っ
て
い
く
。
そ
の
世
界
は
、私
が
最
初
に

読
ん
だ
こ
ろ
は
奇
想
天
外
と
も
思
え
ま
し
た
が
、今
は
現
実
に

近
づ
い
て
き
た
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。
で
も
、半
世
紀
た
っ

た
今
読
ん
で
も
ち
っ
と
も
古
く
感
じ
な
い
の
は
、そ
こ
に
人
間

の
真
実
が
描
か
れ
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

　

星
新
一
が
五
十
年
ほ
ど
前
に
描
い
た
近
未
来
は
、決
し
て
輝

か
し
い
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
加
速
す
る
科
学
の
進
歩

と
、変
わ
る
こ
と
の
な
い
人
間
の
本
性
と
の
間
に
生
ま
れ
る

ギ
ャ
ッ
プ
。
そ
こ
に
お
か
し
さ
が
あ
り
、さ
ら
に
は
恐
ろ
し
さ

も
あ
り
ま
す
。
半
世
紀
以
上
も
前
に
発
表
さ
れ
た
も
の
な
の

に
、そ
こ
に
は
、現
代
に
通
じ
る
問
題
が
暗
に
示
さ
れ
て
い
て
、

世
の
中
を
見
通
す
星
新
一
さ
ん
の
目
の
す
ご
さ
に
思
わ
ず
う

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

人
間
の
あ
り
様
が
ウ
ィ
ッ
ト
に
富
ん
だ
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
文

章
で
描
か
れ
て
い
て
、笑
っ
て
し
ま
う
け
れ
ど
、で
も
読
ん

だ
後
ち
ょ
っ
と
ぞ
っ
と
す
る
。
そ
ん
な
星
新
一
の
シ
ョ
ー
ト

シ
ョ
ー
ト
は
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
。
読
め
ば
必
ず
心
に
ヒ
ッ
ト

す
る
作
品
に
め
ぐ
り
あ
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

星
新
一
の
作
品
は
文
庫
本
で
数
多
く
出
版
さ
れ
て
い
ま
す

が
、ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
向
け
に
も
『
お
ー
い
　
で
て
こ
ー
い
』

や
『
き
ま
ぐ
れ
ロ
ボ
ッ
ト
』、「
星
新
一
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
セ

レ
ク
シ
ョ
ン
」シ
リ
ー
ズ
な
ど
、ハ
ー
ド
カ
バ
ー
で
傑
作
集
が

出
て
い
て
、選
り
す
ぐ
り
の
お
話
を
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

Ｉ
Ｔ
が
当
た
り
前
に
な
り
、折
し
も
「
は
や
ぶ
さ
２
」の

帰
還
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
昨
今
、星
新
一
の
物
語
を
読
ん

で
、さ
ら
な
る
未
来
に
思
い
を
は
せ
て
み
る
の
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。

佐藤 真理
B o o k c a s e s  f o r  c h i l d r e n

たんぽぽ文庫

68

ここで紹介する本は、たんぽぽ
文庫や東金図書館で借りられ
ます。たんぽぽ文庫は現在休
館中ですが、連絡を頂ければ対
応できます。
☎0475-52-1983 佐藤

丸山公園スーパー

↑ときがね湖
　方面

コンビニ

桜
ヶ
池

たんぽぽ文庫

子どもの本箱

「ボッコちゃん」
新潮文庫

「きまぐれロボット」
理論社

「おーい  でてこーい」
講談社

「星新一 ショートショート
セレクション」シリーズ

理論社

（「ねらわれた星」「奇妙な旅行」）
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【
山
武
市　
Ｎ
さ
ん
】

　
久
々
に
ス
テ
キ
な
表
紙
に
ひ
か
れ
た
私
は
１
冊

い
た
だ
き
早
速
自
宅
に
も
ど
っ
た
。
図
書
館
で
借

り
入
れ
た
本
の
前
に
「
と
き
め
き
」の
ペ
ー
ジ
を
め

く
り
、ポ
エ
ム
の
窓
．
渇
き
を
読
み
心
が
え
ぐ
ら
れ

た
。
幼
子
の
心
の
苦
し
さ
、私
は
４
才
の
孫
娘
が
遠

く
に
住
ん
で
い
る
が
想
像
す
る
た
び
に
幼
子
を
苦

し
め
る
周
囲
の
責
任
の
重
大
さ
を
思
う
。
解
説
文

を
何
度
も
読
み
、日
本
人
の
持
っ
て
い
る
「
惻
隠
之

心
」の
大
切
さ
を
今
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、一
番
必
要
な

こ
と
で
は
な
い
か
と
心
か
ら
思
い
ま
す
。

【
東
金
市
堀
上　
Ｓ
さ
ん
】

　
「
渇
き
」が
興
味
を
そ
そ
っ
た
「
惻
隠
の
心
」と
い

う
言
葉
を
は
じ
め
て
知
り
ま
し
た
。

【
横
芝
光
町　
Ｏ
さ
ん
】

　
八
鶴
湖
は
、か
け
が
え
の
な
い
場
所
で
あ
る
こ
と

を
本
誌
を
読
ん
で
実
感
し
ま
し
た
。

【
九
十
九
里
町　
Ｏ
さ
ん
】

　
一
人
暮
ら
し
を
始
め
、親
の
あ
り
が
た
み
を
し
み

じ
み
感
じ
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
見
つ
け
た
と
き
め

き
情
報
誌
に
八
鶴
湖
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、母
校
の

東
金
高
校
を
思
い
出
し
、心
が
休
ま
る
感
じ
が
し
て

地
元
っ
て
い
い
な
ー
と
改
め
て
実
感
し
ま
す
。

【
東
金
市
広
瀬　
Ｈ
さ
ん
】

　
「
八
鶴
湖
の
自
然
を
見
つ
め
て
」を
見
て
、自
分
が

高
校
生
の
頃
（
約
40
年
前
）に
か
よ
っ
て
い
た
東
金

高
校
の
事
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
三
年
間
、毎
日
移

り
変
わ
る
景
色
を
自
分
は
楽
し
ん
で
い
た
の
だ
ろ

う
か
？
何
と
な
く
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
て

い
た
も
の
の
、改
め
て
、ま
た
八
鶴
湖
を
訪
れ
て
み

た
く
な
り
ま
し
た
。

【
東
金
市
堀
上　
Ｓ
さ
ん
】

　
子
ど
も
の
本
箱
の
コ
ー
ナ
ー
が
と
て
も
参
考
に

な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、バ
ァ
バ
と
お
揃
い
の
マ
ス
ク
が

当
た
り
ま
す
よ
う
に
。

【
大
網
白
里
市　
Ｓ
さ
ん
】

　
子
ど
も
の
本
箱
に
興
味
を
惹
か
れ
ま
し
た
が
、本

の
内
容
の
説
明
以
外
に
本
の
中
の
絵
な
ど
を
少
し

紹
介
し
て
く
れ
た
ら
、子
ど
も
も
食
い
つ
き
が
違
う

の
か
な
と
も
思
い
ま
し
た
。

【
東
金
市
田
間　
Ｋ
さ
ん
】

　
本
誌
で
図
書
館
の
「
本
の
お
た
の
し
み
袋
・
福

袋
」を
知
り
ま
し
た
。
来
年
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
絵
が
す
て
き
！

【
茂
原
市　
Ｓ
さ
ん
】

　
東
金
市
の
伝
統
芸
能
イ
ベ
ン
ト
「
ま
い
・
舞
・

は
や
し
フ
ェ
ス
タ
」の
中
止
は
残
念
で
す
が
、写
真

の
紹
介
を
見
て
ワ
ク
ワ
ク
し
た
の
で
一
度
見
に
行

き
た
い
で
す
。

▼
ま
い
・
舞
・
は
や
し
フ
ェ
ス
タ
は
隔
年
で
開
催

さ
れ
て
お
り
次
回
は
令
和
４
年
の
開
催
と
な
り
ま

す
。
鍛
え
抜
か
れ
た
伝
統
の
技
を
楽
し
み
に
し
て

い
て
く
だ
さ
い
。

【
い
す
み
市　
Ａ
さ
ん
】

　
ま
い
・
舞
・
は
や
し
フ
ェ
ス
タ
を
知
っ
て
、生
で

見
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

【
東
金
市
日
吉
台　
Ａ
さ
ん
】

　
文
化
の
匂
い
を
感
じ
る
内
容
が
豊
富
な
こ
と
や

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
複
数
あ
り
、毎
号
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
取
材
な
ど
で
苦
労
が
た
え

な
い
と
思
い
ま
す
が
、楽
し
み
に
し
て
い
る
方
々
が

た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
励
み
に
、楽
し
い
嬉
し
い
冊

子
に
し
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

【
東
金
市
田
間　
Ｉ
さ
ん
】

　
こ
の
ク
オ
リ
テ
ィ
で
無
料
配
布
し
て
大
丈
夫
か

し
ら
と
少
々
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、掲
載
さ
れ
て

い
る
情
報
で
街
が
潤
う
き
っ
か
け
と
な
っ
て
く
れ

た
ら
と
思
い
ま
す
。
タ
ニ
ノ
イ
さ
ん
の
ア
ー
ト
ス

ペ
ー
ス
行
っ
て
み
ま
す
。

【
大
網
白
里
市　
Ｙ
さ
ん
】

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
等
大
変
だ
と
思

い
ま
す
が
、心
の
栄
養
も
必
要
で
す
ね
。

▼
オ
ン
ラ
イ
ン
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
活
用
す
る
こ

と
で
皆
さ
ん
の
心
に
栄
養
が
行
き
届
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

【
山
武
市　
Ｔ
さ
ん
】

　
表
紙
の
色
合
い
と
ブ
ド
ウ
を
持
っ
た
子
ど
も
達

が
か
わ
い
い
で
す
ね
。
と
・
き
・
め
・
い
・
て

T
O
G
A
N
E
の
写
真
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

読
者
の
ひ
ろ
ば
や
、編
集
者
の
方
の
文
章
も
楽
し
み

で
す
。

【
東
金
市
大
豆
谷　
Ｏ
さ
ん
】

　
表
紙
が
か
わ
い
く
て
目
立
っ
て
い
た
の
で
手
に

取
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
と
き
め
き
で
し
た
。
た

ば
こ
と
い
う
薬
草
を
は
じ
め
て
知
り
ま
し
た
。
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
花
の
咲
い
て
い
る
と
こ
ろ
を

見
た
い
で
す
。

【
市
原
市　
Ｎ
さ
ん
】

　
実
母
の
通
院
で
行
っ
た
病
院
で
表
紙
の
ぶ
ど
う

と
子
ど
も
の
か
わ
い
い
イ
ラ
ス
ト
に
目
が
と
ま
り

手
に
し
て
、母
校
近
く
の
八
鶴
湖
の
自
然
を
見
つ
め

て
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
、退
屈
な
待
ち
時
間

に
ほ
っ
こ
り
し
ま
し
た
。
次
回
の
定
期
検
査
時
も

読
め
る
と
い
い
な
。

【
東
金
市
広
瀬　
Ｈ
さ
ん
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
第
３
波
が
や
っ
て
来

た
こ
と
か
ら
出
か
け
る
の
は
な
る
べ
く
控
え
て
い

ま
す
。
季
節
の
野
菜
詰
め
合
わ
せ
プ
レ
ゼ
ン
ト

は
、家
で
食
べ
る
楽
し
み
が
あ
っ
て
ぜ
ひ
欲
し
い

で
す
。

▼
野
菜
詰
め
合
わ
せ
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
大
変
多
く
の

ご
応
募
を
い
た
だ
き
驚
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
賞
品
を
今
後
も
ご
用
意
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
東
金
市
南
上
宿　
Ｙ
さ
ん
】

　
通
常
で
し
た
ら
大
好
き
な
産
業
祭
や
文
化
祭
の

情
報
を
み
て
ニ
ヤ
ニ
ヤ
計
画
を
立
て
て
る
11
、12
月

…
と
て
も
残
念
で
す
が
今
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
ら

怖
く
て
不
安
で
行
け
な
い
状
況
で
す
。
マ
ス
ク
を

し
て
汗
を
か
く
と
肌
荒
れ
を
起
こ
す
し
、し
な
い
と

危
険
で
外
に
は
出
ら
れ
な
い
し
…
今
の
楽
し
み
は

何
時
に
も
増
し
て
料
理
で
す
。

【
大
網
白
里
市　
Ｉ
さ
ん
】

　
表
紙
の
絵
が
か
わ
い
く
て
き
れ
い
な
の
で
思
わ

ず
手
に
取
っ
て
し
ま
い
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
城
西
国
際
大
学
は
、以
前
社
会
人
の
講
座
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
る
の
で
、今
は
こ

う
い
う
感
じ
な
の
か
な
と
。
あ
と
、娘
の
通
っ
て
い

た
小
学
校
に
は
、13
年
と
１
学
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

絵
本
読
み
を
朝
と
昼
休
み
に
行
っ
て
い
た
の
で
今

で
も
絵
本
に
は
興
味
が
あ
り
ま
す
。
楽
し
く
何
回

も
読
ま
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

【
東
金
市
堀
上　
Ｈ
さ
ん
】

　
東
金
に
住
ん
で
12
年
目
。
何
気
な
く
郵
便
局
で

待
っ
て
い
る
時
に
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
が
「
素
敵
」と

思
い
、手
に
と
っ
て
み
る
と
東
金
の
情
報
誌
と
わ
か

り
、こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
ま
し

た
。
内
容
も
身
近
な
事
ば
か
り
で
行
っ
て
み
よ
う

か
な
と
思
え
る
も
の
ば
か
り
で
こ
れ
か
ら
発
行
の

た
び
に
楽
し
み
に
し
て
、東
金
巡
り
も
し
て
み
た
い

な
と
思
い
ま
す
。

　2021年がはじまって早ひと月。読者の皆さ
んはどんなスタートを切られたでしょうか？
　私は大掃除をして気分一新！とまではいかな
いのですが、お部屋の模様替えにハマっていま
す。といっても、ベッドカバーやカーテンを掛け
替えたり、小物の収納用具を揃えてみたり、壁に
飾るポストカードを入れ替えたり、一人でできる
プチ模様替えばかりですが…。最近一番のお気
に入りは、友人から貰った白い猫の置物。シン
プルなフォルムと素朴な質感が部屋となじんで、
目に入るたび穏やかな気分になれます。ささや
かでもお気に入りのインテリアに囲まれている
と、部屋で過ごす時間がぐんと快適になる気が
しますよね。今年は自分の生活空間のアップ
デートが抱負になりそうです。

　春が近づく中、目下の楽しみは新国立競技場
での東京オリンピック観戦です。様々な競技の
チケットを申し込み上限いっぱいの枚数まで応
募したところ、陸上競技の2日間に当選しまし
た。1年延期となったこの夏、世界の国々の選
手が集う夢の舞台を予定どおり観戦しているの
か未知数なところもありますが、そのときを信
じて待つ日々です。前回、東京でオリンピック
が開催されてから既に56年が経過しましたが、
もし今回中止となった場合、次に日本で開催さ
れるのは随分と先になるのかもしれません。過
去には、1940年の東京大会が日中戦争を理由
として開催されなかったときのように、この夏の
オリンピックが幻の東京大会とならないよう願
うばかりです。

横山 三上

■  

ポ
エ
ム
の
窓

■  

と
・
き
・
め
・
い
・
て
T
O
G
A
N
E

■  

子
ど
も
の
本
箱

■  

イ
ベ
ン
ト
＆
タ
ウ
ン
情
報

■  

感　
想

　今回は趣向を変えて、コラムのような内容でお送り
します。
　そもそもこのコーナーは、生涯学習課の「文化財担
当」が書いているのですが、近頃文化財担当の下に「う
ちの古文書を見てほしい」「家から巻物が出てきたか
ら見てほしい」という問い合わせが増えています。と
てもうれしいことです。
　有名なテレビ番組のような値段の鑑定はできず、
本物か偽物かについても正確なことは言えませんが、

「（古文書や巻物が）どのようなものか」「何が書かれて
いるのか」を、わかる範囲で回答しています。
　歴史の番組で新発見の史料が取り上げられると、所
有者の方が「こんなものがあるとは知らなかった」と
話すパターンは多いですが、それは史料の存在が家族
に伝わってなかったり、思わぬところに保存されていた
りと、様々な理由があります。
　もし古文書や巻物等を見つけたら、東金市生涯学習
課の「文化財担当」にお気軽にご相談ください。もし
かしたらその史料は、東金の歴史を揺るがす大発見か
もしれません…！

東金の歴史紹介コーナー

繋繋ぐぐぜ、ぜ、歴史歴史！！

次回 夏号（Vol.95）は令和3年6月に発行予定です。設置場所については3ページをご覧く
ださい。

と
き
め
き

読

者

の

ひ

ろ

ば
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『ときめき vol.94』 読者プレゼント係
☎ 0475-50-1187   FAX 0475-50-1294
Eメール  syogai@city.togane.lg.jp メールアドレス

ご希望の賞品番号とあなたの氏名、住所、電話番号、本誌を入手された場所と
本誌への感想、差支えなければ年齢と職業も書いてハガキ、FAX、Eメール
でご応募ください。当選者には引換券または入場券を発送いたします。

応募方法 あて先『
と
き
め
き
』
読
者
プ
レ
ゼ
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く
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※いただいた個人情報は、賞品の
発送に係る事務にのみ使用さ
せていただきます。

4 竹之内淳子 ソプラノリサイタル
世界遺産検定マイスターと巡る世界・日本の名曲へ

3月21日（日）
14: 00開演

東 金

2組4名

5 習志野市立
習志野高校吹奏楽部演奏会 東金公演

6月19日（土）
14: 30開演

東 金

2組4名

成東文化会館のぎくプラザ サロンコンサート共通入場券 山 武5組10名6
夫婦デュオ  かのんぷ♪の
アコースティックライブ
5月21日（金）
19: 00開演

スパニッシュ・コネクション・
ライブ
6月18日（金）
19: 00開演

高木里代子トリオ
スペシャルジャズライヴ！

4月16日（金）
19: 00開演

東金市マスコットキャラクター
「とっちー」

締め切り（1・4）／3月9日（火）消印有効
（2・3・5・6）／4月5日（月）消印有効

5名

3 小麦のかくし味
（提供：道の駅みのりの郷東金）

※いつもの味にプラスワン！
　野菜炒め、からあげ、
　煮魚などのかくし味に！

3名

2
洗えるとっちーマスク＆
みのりの郷東金オリジナル
米粉クッキー（チーバベリー味）

（提供：道の駅みのりの郷東金）

※マスクはUV加工、
　長さは調整可能

1名

1 チーバベリー
（提供：道の駅みのりの郷東金）

※千葉県オリジナルの
　いちご新品種。
　甘味に加えて程よい
　酸味があります。

syogai
テキスト ボックス
※応募の受付は終了しています。


